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みみよようう！！

1010天天文文のの話話題題「「日日影影でで太太陽陽南南中中をを
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＊＊９９／／１１（（日日））ままでで絶絶賛賛投投影影中中！！
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星空ガイド ８月１６日～９月１５日

※惑星は２０１９年９月１日の位置です。

よいの星空
８月１６日２２時頃

９月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
８月１６日 ４時頃

９月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

８ １６ 金 ５：１８ １８：４５ １９：２６ ５：３４ １５.０

２１ 水 ５：２２ １８：３９ ２１：５２ １０：０９ ２０.０

２６ 月 ５：２５ １８：３３ ０：２８ １５：０７ ２５.０

９ １ 日 ５：３０ １８：２５ ７：１３ １９：５４ １.７

６ 金 ５：３３ １８：１８ １２：４７ ２３：０７ ６.７

１１ 水 ５：３７ １８：１１ １６：５３ ２：３３ １１.７

１５ 日 ５：４０ １８：０６ １８：５８ ６：１４ １５.７

星空ガイド
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図８：針で分子を操作し、べつの分子につくりかえる（[２]より）

Ｗｏｒｌｄ'ｓ Ｓｍａｌｌｅｓｔ Ｍｏｖｉｅ（少年と原子：世界一小さな動画」という題名で、少年と
原子がなかよくあそぶようすをかいた作品です。わずか１分ほどのアニメーションです
が、１日１８時間を２週間つづけて（！）、２００コマ以上を観察していったそうです。こ
の作品は、「世界一小さなアニメーション」としてギネス世界記録に登録されました。

アニメーションをつくれるだけでは、もちろん、ありません。針で原子をならべれば、
ほんのわずかなスペースに、文字を書きこむことができます。それはまた針で読むこ
とができます。コンピュータの読めることばで書き、あとで読むことができれば、わずか
なスペースに、ものすごい量のデータを残しておくことができます。この技術が完成す
れば、未来のｉＰｏｄの中には数本の映画どころか、今まで世界でつくられたすべての
映画を保存できるようになってしまうそうです！

走査プローブ顕微鏡は、あたらしい材料や薬をつくりだすための手段にもなるかもし
れません。あたらしい材料や薬を開発するときは、みなさんが想像するように、試験
管やフラスコに薬品を入れて、まぜたりあたためたりしながら、分子の化学反応をつ
かってつくります。最近の研究で、なんと分子をつくる原子を顕微鏡の針でうまく動か
して、べつの分子につくりかえることにも成功しました（図８）。今のところできるのは、研
究者が、何時間もかけて、たったひとつの分子をつくりかえることです。しかし、研究が
すすめば、だれでもかんたんに、まるでおもちゃのブロックであそぶように、分子をデザ
インできるようになるかもしれません。そんな日がくるのが待ちどおしいですね。

Ｌｅｔ’ｓ ｖｉｓｉｔ ｔｈｅ ｗｏｒｌｄ ｏｆ ａｔｏｍｓ！
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＜参考文献＞

［１］ 日本電子株式会社 ホームページ （ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｊｅｏｌ.ｃｏ.ｊｐ／）

［２］ ＩＢＭ ホームページ （ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｚｕｒｉｃｈ.ｉｂｍ.ｃｏｍ／）

［３］ ＩＢＭ：「Ａ Ｂｏｙ Ａｎｄ Ｈｉｓ Ａｔｏｍ： Ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ'ｓ Ｓｍａｌｌｅｓｔ Ｍｏｖｉｅ」
（右のＱＲコードはＹｏｕＴｕｂｅのＵＲＬ）.

＜もっと知りたい方へ＞

◆ 江沢洋：『だれが原子をみたか』（岩波書店、２０１３年）
言わずと知れた名著です。「世界は原子でできている」ことが世の中に受け入

れられるまでの歴史をドラマチックに描いた本。初版は１９７６年ですが、最近新
版が出版され、走査プローブ顕微鏡の話題が追加されました。あつかう内容は
なかなか高度ですが、とても親切でていねいに書かれており、中学生くらいから
読めます。

◆ 日本表面科学会編：『すごいぞ！ 身のまわりの表面科学 ツルツル、ピカピカ、
ザラザラの不思議』（講談社、２０１５年）

物質の表面の性質を調べる「表面科学」という科学の分野があります。表面
の原子や分子の様子を調べることができる走査プローブ顕微鏡は、表面科学の
研究で大活躍です。身近なものから最先端の研究まで、いろいろな表面科学の
話題を専門知識がなくても読める本です。

◆ 物質・材料研究機構：「原子のせかいであそぼう！」
国立研究開発法人物質・材料研究機構が公開する

ページです。走査プローブ顕微鏡を用いた小学生対象の
ワークショップをまとめたもの。このほかにもいろいろな最先
端の研究のコラムや動画を公開しており、楽しめます。（右
のＱＲコードはページＵＲＬ）

Ｕｅｂａ Ｔａｋａ

９



日影で太陽南中を測る

太陽南中高度から冬至を知る

去る６月２２日は夏至の日でした。この日、筆者は日本最初の国産暦「貞享暦」を
作成した江戸期の天文学者・渋川春海ゆかりの地に足を運んでいました。そこでふ
と、春海は夏至の日には必ず太陽の南中観測を行っていた事を思い出しました。

夏至の日は、太陽が夏至点（黄経９０度）を通る瞬間を含む日を指します。そして
約半年後には、太陽が黄経２７０度を通る冬至があります。

渋川春海の時代、一年の長さを決める際の基準は冬至で、毎年観測から冬至の
時刻を求めていました。併せて夏至や春秋分も観測対象でした。その際使われる観

けい ひょう

測機器の一つに「圭表」と呼ばれるものがありました。圭表は、垂直に立てた棒（表）
と、棒が作った影の長さを測定するために水平に設置されたものさし（圭）からなりま
す。圭は表の根元から真北に設置し、太陽が南中した時の影の長さを測定します。

渋川春海の冬至観測

太陽南中の日影で冬至の決めるというと、観測は冬至の日だけに行うものと想像し
ますが、天球上を絶え間なく動く太陽が冬至点を通過するのは一瞬ですから、冬至
の日だけ太陽南中を測定しても冬至の時刻はわかりません。では、冬至の前後の日
を合わせた三日間で十分でしょうか。

『貞享暦書』によると、渋川春海は貞享元（１６８４）年～３（１６８６）年の間、京都
梅小路にある土御門家の天文台で、８尺の圭表を使って太陽南中時の影の長さを
測定しました。８尺とは表の高さで、１尺を約３０.３ｃｍとすると約２４２ｃｍになります。

そこで、『理科年表』に掲載された今年の冬至（１２月２２日）とその前後の日の太
陽の赤緯データを下表にまとめました。そして、簡単のため京都の観測地の緯度を
北緯３５度ちょうどとした時の太陽南中高度（大気差等は考慮しない）を表の中央列
に、また右列には圭表の高さを２４２ｃｍとした時の影の長さをまとめました。

太陽赤緯 太陽南中高度 影の長さ

１２月２１日 -２３°２５′５０″ ３１°３４′１０″ ３９３.８３６ｃｍ

１２月２２日 -２３°２６′０９″ ３１°３３′５１″ ３９３.９１７ｃｍ

１２月２３日 -２３°２６′００″ ３１°３４′００″ ３９３.８７９ｃｍ

表：２０１９年の冬至と前後の太陽赤緯、及び京都での太陽南中高度と圭表の作る
影の長さの計算値。

天文の話題
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これをみると、１２月２１日と２２日の影の長さの差は約０.８ｍｍ。また２２日と２３日
との差は約０.４ｍｍとかなり小さい値である事がわかります。冬至と夏至の前後は、
日々の太陽南中高度の変化が一年中で最も少ないのですが、ここまで値が小さい
と、冬至を含む三日間の観測だけで冬至の瞬間の時刻をしっかりと決定する事は無
理と言わざるを得ません。実際に、渋川春海は冬至の前と後のそれぞれ数十日の
太陽南中を測定し、データをたくさん集めた上で考察して冬至の瞬間を決定しています。

太陽南中測定の工夫

冬至の瞬間を正確に決めるために必要な工夫は他にもあります。まず、観測機器
をしっかり作り、設置しなければいけません。表は垂直に、そして測定中に風で揺れ
たり傾いたりしないように立て、圭は水平に保つ必要があります。

そしてもう一つ、太陽はみかけの大きさを持っていることへの対処です。地球から
見た太陽は点像ではなく、角度で約３２分の視直径を持っているため、表が作る影も
輪郭がぼやけたものとなってしまいます。これは、地表に落ちた建物の影の輪郭が少
しボンヤリしているのと同じ原理です。そこで、影の場所をしっかりと測定するための工
夫が、ピンホールです。渋川春海は、銅板に小さな穴をあけた「景符」という道具を使
い、圭の上に落ちた影の上にかざして、ピンホールの原理で太陽と表の横梁の像を
映し出すことによって、影の長さを精密に決めました。

渋川春海の時代の後、１８世紀末の幕府の天文台には高さ２丈（約６ｍ）の表を持
つ圭表儀が設置され、幕末まで使用されました。今も昔も、科学者は様々な工夫を
用いて精密さを追い求めている様子が伺えます。

嘉数 次人（科学館学芸員）

写真：江戸時代に使われた
小型の圭表「小表儀」。高さ
は１尺(約３０cm)。
『寛政暦書』(１８４４年)より
（国立国会図書館デジタル
コレクション）

Ｔ．ＫＡＺＵ
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ＡＩがあれば、学芸員なんていらない？！
窮理の部屋 １６６

ＣＣ０のモネの「水連（１９１６）」。修復され「水連、柳
の反映」の画像、元画像をご覧になりたい方は、例え
ば凸版印刷のホームページ
ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｔｏｐｐａｎ.ｃｏ.ｊｐ／ｎｅｗｓ／２０１９／０６／
ｎｅｗｓｒｅｌｅａｓｅ１９０６１０.ｈｔｍｌ をご覧ください。

１．モネの修復
「それはどうでしょう？

学芸員や研究者、修復

技術者の地道な調査研

究や技能があってのＡＩ

の活用だったのでは？」

知り合いの学芸員Ｆさん

から言われた言葉です。

確かに今はそうなのかも

しれないけれど、あと１０

年も経てば、ほんとに学

芸員なんていらなくなる

のではと僕は思いまし

た。

何の話かと言うと、東

京の美術館らがＡＩの助

けを借りて修復したという

モネの絵を観たＦさんの

ツイートへ「学芸員なん

ていらなかったのかも

ね。」という僕の反応に

対する返事でした。ＡＩと

いうのはもちろん愛では

なく、人工知能＝コンピュータのことです。

美術界に疎い僕なので、この作業にどなたが携わり、その作業がどれだけ大変だ

ったのかを知りません。おそらく、専門知識を駆使した高度な作業であったに違いあり

ません。

一方で現在、人間業ではとてもできないような精密加工をコンピュータ制御の工作

機械ならやり遂げてしまうことを我々は知っています。単純作業ではもはや人手は機

械には勝てないし、ほとんどの精密加工ももはやかないません。

窮理の部屋
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２．音楽はどうなの？
最近はちょっと下火になったのかあまり見なくなりましたが、ついこないだまで電車

の吊革広告に、ＡＩに仕事を奪われる５０業種といったような雑誌記事の見出しが躍

っていました。漠然と仕事を奪われるのは、創造性の少ない業種で僕には関係ない

ことだと思っていました。しかし、創造性というのはなんなのでしょう？創造は模倣から

しか生まれないのだとしたら？模倣というのがパターンを追いかけるだけのことだとしたら？

音楽ファンなら、バッハとモーツァルトを聴いてどちらが作った曲なのか間違えるこ

とはないでしょう。それは難しいなあという人でも、ベートーベンとビートルズの曲を間

違える人はいないと思います。なぜでしょう？フルオーケストラで演奏してもビートルズ

の曲はビートルズ曲だし、エレキギターで演奏してもベートーベンはベートーベンです。

つまり、音符の並び方のパターンで、我々はどちらなのかが分かるのです。

今やパターン認識をするのは、コンピュータの方が得意です。そしてコンピュータは

学習したパターンに似せて新たにパターンを生成することだってできます。一昨年ベ

ストセラーになったハラリという人のホモ・デウスという作品にバッハの失われていた曲

が発見されたという触れ込みでＡＩで生成した曲を聞かされたプロを含む聴衆が、まさ

にバッハだ、素晴らしいと賞賛し、次に真相を聞かされ憤慨したり、絶句したりする話

が出てきます。

我々は、パターンで作曲家の違いを認識しているので、バッハとモーツァルトの違

いが分かってもリアルバッハとＡＩバッハの区別はつきません。嘘だと思うなら、ｈｔｔｐｓ：

／／ｂａｃｈｂｏｔ.ｃｏｍ／#／?_ｋ=ｄｄｓ３ｂ０を試してみてください。密かに自信があったので

すが、僕は６０％しか正解できませんでした。

３．ＡＩがあれば専門家はいらない？
我々は、芸術に感動する感性をもっています。しかし、心外かもしれませんが単に

パターンに感動しているだけなのかもしれません。意外と芸術分野はＡＩにとって代わ

られる可能性が高い！

でも、ここまでごまかしていた話があって、ではそのパターンをＡＩにどのように学習さ

せたのかについては語っていませんでした。現在のＡＩをインターネットにつないでモネ

やバッハを自動検索させただけでは、ＡＩは学習できません。インターネットはゴミだら

けだからです。ちゃんとしたデータベースが必要です。じゃあ、データベースさえ構築

すれば学習できるのかといえば、そこから何を抽出して、どうパターンとして認識して

いくのか等々いろんなことをＡＩに教えなければならず、それを教えられるのは、今のと

ころ専門家しかいないようです。でもいつか、その専門家がいらなくなる日が来るので

は…．なんて考えてしまいます。

大倉 宏（科学館学芸員）

Ｈ．ＯＨＫＵＲＡ
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★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

８月は科学館での集まりはお休みで

すが、サイエンス・フェスタ「科学の祭

典」と呼ばれる大きなイベントが１７・１８

日（土・日）にありますのでぜひ行きまし

ょう！会場は２か所に分かれていて、西

梅田にあるハービスホール会場では約

８０の理科実験体験・見学ブース、理

科工作教室、ステージなどなど、もりだく

さんです。会場のスタッフ受けつけには、ハンコもおいてあります。

科学館会場では、科学館大好きクラブのみなさんが、鉱物、偏光、

ペーパークロマトグラフィーのミニ実験を行っています。ぜひ、見に来て

ください。

このページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）のページです。

�́ �á�Ç�ž�J�¶�«�å�Ò &̃�´�´ �á�á�Ç�Ç�ž�ž �J�J �¶�¶ �«�«�å�å �Ò�Ò &˜&˜

「科学の祭典」で、いろいろな理科実験を体験しましょう。
◆日にち：８月１７日（土）・１８日（日）
◆時 間：１７日（土）１０時～１７時３０分、１８日（日）１０時～１７時
◆会 場：ハービスホール（西梅田）
◆参加は自由です（好きな日、好きな時間に行ってください）。
◆スタンプはハービスホール会場のスタッフ受付にあります。
◆問合せ：０６‐６３６６‐１８４８（読売新聞大阪本社内）平日１０時～１７時

★実験のテーマや地図
など、くわしくは…



リニューアルした展示場４階の新展示

の一つです。電波観測に使うパラボラアン

テナのしくみを、楽しく体験しながら学ぶこ

とができます。まずは、黄色いボールをオ

レンジ色の溝に置いて転がしてみてくださ

い。まっすぐ進んだボールは、歪曲した壁

に当たった後、どうなるでしょうか？実は、

どのオレンジ色の溝に置いても、壁に当た

った後は必ず穴に落ちていきます（※たま

に失敗することもありますが、それはご愛

嬌ということで…）。ポイントは、この壁の形

が放物面（おわんのような形）になってい

ることです。

パラボラという言葉は、「放物面」という

意味で、この放物面の中心軸に対して平

行にやってきた光（電磁波）は、放物面で

反射し、一点（焦点）に集まる性質があり

ます。この原理をうまく利用しているのがパラボラアンテナで、特に電波領域では、無

線通信や衛星放送、天文観測に活用されています。

この展示の横には、直径１.５ｍのパラボ

ラアンテナと、電波望遠鏡に搭載される

「受信機」を展示しています。この受信機

は、南米チリに設置された世界最大の電

波望遠鏡アルマの開発に先立ち、大阪府

立大学で基本設計・部品開発・性能評価

を行うために試作されたアルマ望遠鏡受

信機のプロトタイプ（実物）です。これらの

展示については、また別の機会に詳しくご

紹介しますが、ぜひ合わせてご覧いただ

き、電波観測について少しでも身近に感じ

ていただけたら嬉しいです。

「学芸員の展示場ガイド」では、サイエンスガイドの方といろんな展示を動画で
紹介しています。ホームページからアクセスできますので、ぜひご覧ください！



２回目の着陸へ準備

ターゲットマーカー投下

は や ぶ さ２は、人 工 ク

レーター付近への着陸（ミ

ッション全体としては２回目

の着陸）を目指して、着陸

候補地付近へのターゲット

マーカーの投下を行うこと

になりました。

ターゲットマーカーを投

下する位置は、人工クレー

ターができた場所に近い、

Ｃ０１‐Ｃというエリアが選ば

れました。ターゲットマー

カー投下のための降下は、

５月２８日から３０日にかけ

て行われ、計画通りに、

ターゲットマーカーが切り離

されました。実際にリュウグ

ウ表面に到達したターゲッ

トマーカーの位置の写真も

撮影され、投下目標位置への誤差が約３ｍと、非常に高い位置精度で投下できて

いたことが確かめられました。また、降下中のはやぶさ２の軌道も、事前に計画した降

下ルートに対して、精度よくそれに沿った、計画通りの降下が行えていたことも確認で

きました。

２回目の着陸へ向けて、精密地形探査

ターゲットマーカーの投下成功を受けて、６月１１日から１３日にかけて、はやぶさ２

は、ターゲットマーカー周辺の地形の精密調査のために降下を行いました。

この時に撮影された２８枚の写真をつなぎ合わせた画像が公開されました（次

ページ掲載写真）。画面の下の方に人工クレーターが写っており、ターゲットマーカー

は、画面やや左上の方に写っています。人工クレーターのへりから、ターゲットマー

カーの間には、１ｍを越える岩塊がたくさんありますが、ターゲットマーカー周辺は、比

較的小さな岩塊だけのエリアとなっていることが良く分かります。

ターゲットマーカー（ＴＭ）の投下位置。
ⒸＪＡＸＡ， 東京大， 高知大， 立教大， 名古屋大， 千葉
工大， 明治大， 会津大， 産総研

はやぶさ２
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これらの成果をもとに、２回目の着陸を実施するかどうかの検討が行われました。

ターゲットマーカー周辺への降下ルートの安全性が検討され、問題ないと判断されま

した。また、１回目の着陸の後、はやぶさ２搭載カメラの受光量が低下したという事象

があり、この原因として、着陸時に舞い上がったリュウグウからの砂ぼこりのようなもの

がカメラのレンズに付着した可能性が考えられていましたが、仮に２回目の着陸で、

更にカメラの受光量が低下するようなことがあっても、今後のミッションに大きな支障

は無いと判断されました。２回目の着陸のための降下は、７月９日から１１日にかけて

行う予定と決定され、着陸は７月１１日になる予定と発表されました。

飯山 青海（科学館学芸員）

人工クレーターからターゲットマーカー付近の詳細地形。
ⒸＪＡＸＡ、 千葉工大、 東京大、 高知大、 立教大、 名古屋大、 明治大、 会津大、 産総研

Ｏ．ＩＩＹＡＭＡ

１７



ＪｐＧＵに行ってきました！

写真１．幕張メッセへ向かう人々

写真２．地球顔出しパネル
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写真３，４．交流会の様子

写真５．玄武洞（兵庫県）の柱状節理
（２０１１年に撮影）

★専門の学生・若手たちの交流の場
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内藤 武（学芸員補助スタッフ）
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科学館行事予定

月 日 曜 行 事

８

開催中

プラネタリウム「木星と土星の世界」（～９／１）
プラネタリウム「星の降る夜に ～流星群の正体に迫る～」（～９／１）
プラネタリウム ファミリータイム
プラネタリウム「学芸員スペシャル」（～２０２０／３／３１の土日祝）
サイエンスショー「ハラハラ バランス大実験」（～９／１）

１７ 土 第２９回青少年のための科学の祭典大阪大会２０１９（サイエンス・フェスタ）／
１８ 日 自然科学の基礎を訪ねる
２１ 水 特別天体観望会「木星と土星を見よう」（申込終了）
２４ 土 楽しいお天気講座「台風のふしぎ」（８／１４必着）

９

３ 火
臨時休館日

４ 水

５ 木

プラネタリウム「星空歴史秘話」（～１２／１）
プラネタリウム「天の川をさぐる」（～１２／１）
プラネタリウム ファミリータイム
プラネタリウム「学芸員スペシャル」（～２０２０／３／３１の土日祝）
サイエンスショー「電池がわかる」（～１２／１）

７ 土 天体観望会「月と木星を見よう」（８／２７必着）
１２ 木 中之島科学研究所コロキウム

● 木星と土星：木星と土星の世界 ● 星空歴史：星空歴史秘話
● 星の降る夜に：星の降る夜に ～流星群の正体に迫る～ ● 天の川：天の川をさぐる
● 学習投影：事前予約の学校団体専用（約５０分間）
● ファミリー：ファミリータイム（幼児とその家族を対象にしたプラネタリウム・約３５分間）
★土日祝日および８／１３～１６は、１７：００から「学芸員スペシャル」を投影します。
★学習投影以外の各回についても団体が入る場合があります。
☆プラネタリウム投影中、静かに観覧いただけない場合はプラネタリウムホールから退出していただきます
（ファミリータイムを除く）。観覧券の返金・交換はできませんのでご了承ください。

★９／１５（日）はジュニア科学クラブのため、１０：１０からの「ファミリータイム」はありません。

プラネタリウムホール開演時刻

～８/２５、
８/３１、９/１

１０：１０ １１：００ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

ファミリー
木星と土星 星の降る夜に

ファミリー
木星と土星 星の降る夜に 木星と土星

９/７以降の
土日祝日

星空歴史 天の川 星空歴史 天の川 星空歴史

８／２７～３０
９：５０ １１：００ １１：５５ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

学習投影 ファミリー 学習投影
星の降る夜に 木星と土星 星の降る夜に 木星と土星

９月の平日 天の川 星空歴史 天の川 星空歴史

所要時間：各約４５分間、途中入場不可、各回先着３００席

９月末までの

インフォメーション

２２





中・高・大学生が中心の科学館大好きクラブのメンバーが、科学館の展示物をガイドします。
■日時：８月１７日（土）、１８日（日） １１：００～１６：３０ ■場所：展示場
■対象：どなたでも ■定員：なし ■参加費：展示場観覧料が必要です。
■申込方法：当日、直接会場へお越しください。

自然科学の基礎を訪ねる

台風が日本にやってくると、どのような天気の変化が
起きるのでしょうか。台風のしくみや災害について学
びます。気象予報士がお話しします。
■日時：８月２４日（土） １３：３０～１５：３０
■場所：工作室 ■対象：小学３年生～中学３年生
■定員：３０名（応募多数の場合は抽選）
■参加費：５００円
■申込締切：８月１４日（水）必着
■申込方法：往復ハガキに、住所・氏名・年齢（学
年）・電話番号、一緒に参加希望の方の氏名と年
齢（学年）を記入して、大阪市立科学館「台風の
ふしぎ」係へ

■主催：一般社団法人日本気象予報士会関西支部、大阪市立科学館

楽しいお天気講座「台風のふしぎ」

昨年のようす

中之島科学研究所の研究員による科学の話題を提供するコロキウムを開催します。
■日時：９月１２日（木） １５：００～１６：４５ ■場所：研修室
■申込：不要 ■参加費：無料り よ う

■テーマ：「星の俚謡」 ■講演者：北尾浩一 研究員
■概要：人々は星を生活のなかで目標にするだけではなく、星を歌いました。プレアデス星団
やオリオン座三つ星、北斗七星等が歌われています。星の俚謡の伝承は危機的になって
きており、音声の記録と楽譜に残すことに取り組んでいます。

中之島科学研究所 第１０４回コロキウム

インフォメーション

２４



�û#ì H� 
¶%�2��K�2�Ç>Ì�±70&É�Û�ú+Æ� �
F·�±70�w'g&É�Û9�

申し込みの往復ハガキは、１イベントにつき１通のみ有効です。

月を望遠鏡で観察すると、クレーターを見つけるこ
とができます。また、夜空で明るく輝いている木星
を望遠鏡で観察すると、木星の表面にある縞模
様や、木星のまわりを回る４つの衛星を見つけるこ
とができます。
科学館の大型望遠鏡を使って、月や木星を観察
してみましょう。
※天候不良時は、月や木星に関するお話をします。
■日時：９月７日（土） １９：００～２０：３０
■場所：屋上他 ■対象：小学１年生以上
■定員：５０名（応募多数の場合は抽選）
■参加費：無料
■申込締切：８月２７日（火）必着
■申込方法：往復ハガキに、住所・氏名・年齢（学年）・電話番号、一緒に参加希望の方の
氏名と年齢（学年）も記入して、大阪市立科学館「天体観望会９月７日」係へ
※小学生の方は、必ず保護者の方と一緒にお申し込みください。
★友の会会員、ジュニア科学クラブ会員は、友の会事務局への電話で申し込みできます。

天体観望会「月と木星を見よう」

昨年のようす

大阪市立科学館 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／

電 話：０６‐６４４４‐５６５６ （９：００～１７：３０）

休館日：月曜日（８月１２日は開館）、９月３日（火）～４日（水）

開館時間：９：３０～１７：００ （プラネタリウム最終投影は１６：００から、展示場の発券・入場は１６：３０まで）

所在地：〒５３０‐０００５ 大阪市北区中之島４‐２‐１

■編集後記■
この号を編集している６月末、ようやく梅雨入りしました。そして、原稿の校正が完了した７月

下旬に、梅雨明けとなりました（笑）。昨年大阪は台風被害にあいましたが、今年の夏は穏やか
に過ごせますように…☆ 西野

インフォメーション

２５





大阪市立科学館 友の会事務局

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｋｉｔａ.ｏｓａｋａ.ｊｐ／～ｔｏｍｏｎｏｋａｉ／

電 話：０６‐６４４４‐５１８４ （開館日の９：３０～１７：００）

メール：ｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ

郵便振替：００９５０‐３‐３１６０８２ 加入者名：大阪市立科学館友の会

友の会入会は随時受け付けています。年会費３０００円、入会資格は中学生以上です。
詳しくは科学館ホームページ、友の会ホームページをご覧ください。

サークル星楽は、電車で行ける奈良県宇陀市で、一晩天体観察を行います。
■日時：９月２８日（土）～２９日（日） ■集合：２８日１９：００ 近鉄三本松駅
■申込：サークル星楽のホームページ ｈｔｔｐｓ：／／ｃｉｒｃｌｅｓｅｉｒａ.ｗｅｂ.ｆｃ２.ｃｏｍ／ （推奨）

または、世話人さんへ電子メール（ｃｉｒｃｌｅ_ｓｅｉｒａ＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ）にて。
■申し込み開始：８月２８日（水） ■申込締切：９月１８日（水）
■備考：宿泊施設はありません。遅れての集合や途中での帰宅も可能です。詳しくは、サー

クル星楽ホームページをご覧ください。参加費は無料です。

サークル星楽（せいら）

■日程：２０１９年１１月２日（土）～１１月４日（月・振休） ■定員：５０名
■集合：１１月２日９：３０科学館 ■解散：１１月４日１６：３０頃科学館（予定）
■対象：友の会の会員とそのご家族、ジュニア科学クラブの会員とそのご家族
■合宿先：和歌山県立潮岬青少年の家（和歌山県串本町） ｈｔｔｐ：／／ｏｍｏｓｈｉｒｏ‐ｙｈ.ｃｏｍ／
■料金：大人２万円程度、小学生１万３千円程度。（バス利用の場合。人数によって多少変
動があります。）料金には往復のバス代、宿泊費、食事７回（２日昼夕、３日朝昼夕、４日
朝昼）の費用が含まれています。貸切バス以外の交通手段をご希望の方は、ご相談ください。

■申込締切：２０１９年９月２７日（金） ただし、定員に達した場合には早く締め切る場合があ
ります。

■申込方法：友の会事務局までお電話で。 ■備考：宿泊は男女別の相部屋となります。

合宿天体観測会のご案内

科学館の屋上で、望遠鏡を使って月・木星・土星を観察しましょう。
■日時：２０１９年９月２１日（土）１９：００～２０：３０ ■開催場所：科学館屋上
■対象：友の会の会員とそのご家族、ジュニア科学クラブの会員とそのご家族
■申込：不要 ■定員：なし ■持ち物：会員証（ジュニア科学クラブ会員手帳）
■当日の日程
１６：００ 天候判断（雲が多くて星が見えなさそうな場合は中止します）
１８：３０～１９：００ 望遠鏡組立（手伝い・見学したい人は１８：３０にお集まりください）
１９：００～２０：３０ 天体観察（入館は２０：００までです。自由解散です。）
２０：３０～ 片付け、終了

■入館方法：閉館後の行事のため、正面玄関は閉まっています。科学館の建物南西側にあ
る、職員通用口より入館してください。１９：００～２０：００の自由な時間においで下さい。

※天候が悪い場合は中止いたします。雲が多い天候の場合は、当日１６時以降、友の会
ホームページや、科学館友の会事務局へのお電話にてご確認ください。

友の会 会員専用天体観望会

友の会

２７




